
漁業経営のセーフティネットは「ぎょさい」と「ぷらす」

ぎょさい制度は昭和 39年に制定されてから 50年以上が経ちましたが、本年度は記

録的な不漁となったさけ定置、さんま棒受網漁業や、ほたて貝等養殖業の異常斃死、

毎年大型化する台風被害等が原因で漁業共済の共済金は約 300 億円、積立ぷらすは約

480 億円、合計で 780 億円の過去最高の支払いが見込まれております。

漁業は自然の影響を受けやすく、いつ何が起こるかを予測することは非常に困難

です。今年度も残り僅かとなりましたが、漁業経営を安心して続けて頂くために、ぎ

ょさいと積立ぷらすを活用して頂けるよう最後まで加入推進に取り組んで参ります。

4月からぎょさい普及推進全国運動は、新スローガンを掲げ、未加入漁協（支所）

の解消及び手厚い補償内容となるよう一層の加入推進を推し進めて参ります。関係団

体各位のご支援・ご協力のほどよろしくお願いします。

令和元年度の加入実績（1月末累計）

（単位：百万円）

区 分
共済金額 漁業者積立額

今年度 前年度 前年 今年度 前年度 前年

漁 獲 共 済 252,647 248,005 102% 14,301 12,387 115%

養 殖 共 済 203,395 186,817 109% 7,416 6,864 108%

特 定 養 殖 共 済 115,297 106,660 108% 3,945 3,744 105%

漁 業 施 設 共 済 17,879 17,388 103%

地 域 共 済 10,764 9,209 117%

合 計 599,982 568,079 106% 25,662 22,996 112%


